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JT-60SA計画について

原子力機構

先進プラズマ研究開発ユニット長

菊池 満

第１１回若手科学者によるプラズマ研究会
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1. JT-60SA計画の位置付け、目的等

位置付け：トカマク国内重点化装置計画（国内計画）及びBAにおけるサテ

ライトトカマク計画の合同計画

目的：ITERを支援・補完するトカマク研究を通じて原型炉段階への移行判
断に貢献する。また、これらを通じてITER計画での主導権確保、人材育成

を図る。

運営主体：
・サテライトトカマク計画：日欧政府レベルの運営委員会
・トカマク国内重点化装置計画：原子力機構
（国の負託を受け国内研究者コミュニティーの協力を得て運営）

ITER参加極の取り扱い：

・参加の意思表明をする極がある場合、事業長（プロジェクトリーダー）が
事業委員会と相談の上参加条件を運営委員会に提案。運営委員会が決
定し、参加に関する協定を締結する。
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N-NBIN-NBI

P-NBIP-NBI

ECRFECRF

JT-60SA: Japan and EUJT-60SA: Japan and EU

JT-60SA(A≥2.6,Ip=5.5MA)

3.1m

6.2m

EAST (A=4.25,Ip=1MA)1.7m

KSTAR (A=3.6,Ip=2MA)
1.8m

1.1m
SST-1 (A=5.5,Ip=0.22MA)

ITER(A=3.1,Ip=15MA)

First plasma !!!!!First plasma !!!!!

14
m

ITER : India, China, Korea, US, 
Russia, EU, Japan

ITER : India, China, Korea, US, 
Russia, EU, Japan

世界の次世代超伝導トカマク
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重力支持

NBI
ポート

安定化板

真空容器

計測ポート

球状クライ
オスタット

ポロイダル
磁場コイル

中心ソレノイド

トロイダル
磁場コイ
ル

容器内コイル

127m3プラズマ体積Vp

2.68Tトロイダル磁場 Bt

5.5MA

4 MW接線CTR NBI
4 MW接線CO NBI

16 MW垂直 NBI

1.15m小半径 ap

4 x 1021年間中性子発生量

15 MW/m2ダイバータ熱負荷

7 MWECRH
10 MWN-NBI

41MWx100 s加熱・電流駆動パワー

100 秒(8時間）フラットトップ時間

3.11安全係数 q95

0.45三角度 δ95

1.76楕円度 κ95

3.06m主半径 Rp

プラズマ電流 Ip

重水素プラズマ + 重水素 ビーム
遠隔保守が必要。

重水素プラズマ + 重水素 ビーム
遠隔保守が必要。

2. JT-60SA装置パラメータ
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3.03.0安全係数 q95

2.59T5.3Tトロイダル磁場 Bt

1.2x1020m-3

0.33

1.70

3.1

2.0 m

6.2 m

15 MA

ITER

1.7楕円度 κ95

3.1アスペクト比 A

1.1x1020m-3グリーンワルド密度 nG

0.33三角度 δ95

1.02 m小半径 a

3.16 m主半径 Rp

3.5MAプラズマ電流 Ip

JT-60SAパラメータ

ITER支援研究

EF-7

下側ダイバータ

1. EF-7 を付加することによりITER形状プラズマを生成
2. ITERとほぼ同じグリーンワルド密度
3. ITER 三角度と一致する下側ダイバータ構造
4. 外側ダイバータ板はITER 型モノブロックダイバータ
5. 強い電子加熱（10MW N-NB+7MW ECRF）
6. Co-CTR 接線NBIによる回転制御
7. ２周波数ECRF (110&140GHz)によるNTM制御

典型的な
欧州人、
日本人

2.
0 

m
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ITER の補完

N-NB

1. 幅広い形状制御性 (低アスペクト比 A~2.6, ダブルヌル)
2. 高三角度と整合する上側ダイバータ
3. N-NBビームの下側移動による 周辺/周辺電流駆動
4. RWM 制御のための安定化板
5. n=1,2 RWM 制御のための6セットx 3個制御コイル

6. 原型炉に向けた安定化板上のフェライト鋼板
7. 長期目標としての８時間運転

Time (s)

β N

Exp. in JT-60U

Target for JT-60SA

RWM 制御コイル

原型炉に向けた定常高
ベータ化研究

原型炉に向けた定常高
ベータ化研究

上側ダイバータ

安定化板
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遠隔保守機器(BA)

冷凍機(BA)

コイル電源(NA&BA)
ECRF 装置
(110GHz：NA
140GHz：BA)

真空容器(BA)

容器内機器(NA+BA)

ポロイダルコイル(BA)

トロイダルコイル(BA)

計測装置(NA)

NBI 装置(NA)

解体(NA)組立て(BA)

クライオスタット(BA)

3. 日欧の調達配分

BA活動のための貢献 ：BA
国内計画のための貢献：NA
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4.国内推進体制

・炉心プラズマ共同企画委員会：原子力機構と国内研究者コミュニティーの共同企画の場
・JT-60SA専門部会：JT-60SA計画に関する国内研究者と原子力機構の合意形成の場

原子力機構

核融合研究開発部門長

炉心プラズマ共同企画委員会
（伊藤委員長）

BA機器
NA機器

JAEA-HT （約30名）

BA運営委員会

（炉心プラズマ共同研究・共同企画の場）

JT-60SAプロジェクトマネージャー

副部門長

JT-60SA専門部会（高瀬部会長）
F4E所長

JUプロジェクトマネージャー

EURATOM 傘下の

各研究所長

責任者

担当者

CEA, ENEA, 
CIEMAT, 
FZK, CRPP

サテライトトカマク事業長

ユニット長

サテライトトカマク
事業チーム専門家

サテライトトカマク事業委員会

JU-HT(約10名）
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5. サテライトトカマク計画運営体制

欧州BA実施機関
サテライトトカ
マク事業委員会 原子力機構

（日本側実施機関）

物納貢献 物納貢献

　トロイダル磁場コイル 　ポロイダル磁場コイル

  電流リード等 　真空容器

  新設磁場コイル電源 承認　　　　 　容器内機器

  クライオスタット 　既存電源改造

　ECRF 140GHz 　クライオスタット取り合い

　冷凍機 　遠隔保守装置

　計測装置

　ECRF（改造、新設）

　NBI装置改造

　解体

　組立て

実施機関間調達取り決め

日欧運営委員会

サテライトトカマク事業長

サテライト
トカマク
事業チーム
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6.  建設の年次計画

第１回運営委員会で承認された建設工程。ファーストプラズマは2014年度末。


